
寒い日が始まるこれからの季節、よく聞かれる悩みの1つが結露です。部屋と外の温度差が激しいので、部屋の中にある水蒸気が
冷えて水に戻るという仕組みで結露になります。

結露は、じめじめして体感的にも見た目にも不快に感じるだけでなく、カビの発生やダニの生息などを促し、健康にも悪影響を及ぼし
かねません。
各家庭で最適な結露防止を見つけて、快適な空間を心がけましょう。

①換気→換気扇などを使って、室内の湿気の高い空気を排出することで結露を防止します。

②除湿→除湿機や除湿材をつかって、部屋や押入れの湿度を下げ結露します。

③暖房器具の見直し→石油ストーブやファンヒーターなどの暖房器具は、水蒸気を発生

させます。 エアコンやオイルヒーターなど非燃焼系の暖房器具

にするのも結露防止になります。

④湿度を上げる原因を排除→観葉植物などは水をあげますし、水分を多く含んでいます。
観葉植物を置かないことも結露防止につながります。

⑤その他→発生した結露をすぐにふき取り結露を防止します。

換気と除湿 は結露防止の王道です。

結露放置によりカビが発生した場合には、善管注意義務違反として、入居者に原状回復
負担が発生することにもなりますのでご注意ください。

お部屋の空気は換気せずに１日中閉め切っているだけでも汚れます。
毎朝、お部屋の空気を入れ替えましょう。
あたり前ですがお部屋もまめにお掃除しましょう（実はこれが一番大事です）


